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資料・統計 2007年発表論文一覧

The List of Publications in 2007

内科（血液）

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 張　高明 特集：多発性骨髄腫　サリドマイド誘導体の
将来性

日本臨床
65（12）：2302-2308, 2007

2 張　高明 多発性骨髄腫に対する造血幹細胞移植の現状：
最も推薦される方法は？

血液・腫瘍科
55（3）：125-130, 2007

3 張　高明（監修） 成人非ホジキンリンパ腫ハンドブック2007年
度版

ライフボード　2007

4 張　高明 造血器腫瘍　
－基礎・臨床領域における最近の動向－　
臨床編 Ⅳ 治療の実際　多発性骨髄腫

日本臨床
65 増刊号1： 580-584, 2007

内科（消化器）

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 加藤俊幸 胃良性上皮性腫瘍 菅野健太郎, 上西紀夫, 井廻道
夫編集, 消化器疾患最新の治療 
2007-2008, pp142-144
南江堂, 東京, 2007, 3

2 加藤俊幸 胃切除後症候群 高久史麿, 水島　裕監修, 今日の
処方　改訂第4版, pp274-276
南江堂, 東京, 2007, 4

3 加藤俊幸　　 胃切除後症候群 杉本恒明, 矢崎義雄総編集：内科
学　第9版, pp 843-545
朝倉書店, 東京, 2007, 9

4 加藤俊幸, 佐々木俊哉, 
船越和博

胃悪性リンパ腫の長期予後をどう予測するか 消化器の臨床
10（3）：303-9,2007

5 加藤俊幸, 佐々木俊哉, 
船越和博

除菌無効胃MALTリンパ腫とRituximab抗体療
法

胃と腸
42（8）：1217-23,2007

6 加藤俊幸, 船越和博, 
孫　暁梅

除菌後に長期間完全寛解しているびまん性大
細胞型B細胞リンパ腫の3例
－胃高悪性度リンパ腫に対する除菌治療

胃と腸
42（8）：1277-82,2007

7 加藤俊幸 Institute 消化器病研究施設紹介：新潟県立がん
センター新潟病院消化器内科

Frontiers in Gastroenterology
12（4）：289-94,2007

8 Hocchi Kazuo, Ohashi Tatsuya, 
Kato Toshiyuki

Development of an ELISA method for detecting 
immune complexes between tissue-nonspecifi c 
alkaline phosphatase and immunoglobulin G. 

Journal of Clinical Laboratory 
Analysis
21（5）：322-9,2007 

9 伊藤裕美, 加藤俊幸, 
本山展隆

十二指腸GISTの4例 ENDOSCOPIC FORUM for 
digestive disease
23（1）：33-42,2007　

内科（呼吸器）

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 古塩　純, 塚田裕子, 
長澤芳哉, 前田恒治, 
横山　晶

副腎皮質ステロイドにより赤芽球癆の改善と
腫瘍の縮小を認めた再発胸腺腫の1例

日本呼吸器学会雑誌
45（11）： 879-883, 2007

2 Hiroaki Okamoto, 
Koshiro Watanabe, 
Hiroshi Kunikane, 
Akira Yo koyama, et al 

Randomized phase III trial of carboplatin plus 
etoposide vs split doses of cisplatin plus etoposide 
in elderly or poor-risk patients with extensive 
disease small-cell lung cancer： JCOG9702. 

British Journal of Cancer
97（2）：162-169, 2007
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№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

3 塚田裕子, 横山　晶 再発小細胞肺癌どこまで, 何を使って行うか EBM呼吸器疾患の治療2008-2009
（江口研二他編集, 中外医学社）

pp396-398, 2007
4 塚田裕子 殺細胞性抗悪性腫瘍薬, 代謝拮抗剤, ピリミジ

ン代謝拮抗剤
抗悪性腫瘍薬マニュアル（西條
長宏編集, 中外医学社）
Pp199-242, 2007

5 塚田裕子 腫瘍内科診療データファイル　小細胞肺癌 内科
100（6）： 1139-1143, 2007

6 中島崇裕, 渋谷　潔, 
本田英俊, 今村文生, 
横山　晶, 他

気管支ビデオスコープを使用する蛍光気管支
内視鏡画像について

肺癌
47（3）： 215-221, 2007

7 中島崇裕, 安福和弘, 
栗本典昭, 坂　英雄, 
横山　晶, 他

肺癌術前リンパ節転移診断における, コン
ベックス走査式超音波気管支鏡ガイド下生検
（EBUS-TBNA）の実際

肺癌
47（3）： 207-214.2007

内科（循環器）

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 岡田義信 外因物質による心筋疾患 日本臨床
65巻増刊号5心不全（下）：470-3, 
2007

外科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 梨本　篤, 丸山圭一, 
日本胃癌学会登録委員会

胃癌登録の実態, 胃の臨床
－食道・胃十二指腸の診断と治療－

田尻久雄, 斉藤大三, 北野正剛　
編：pp417421,　日本メジカルセ
ンター , 東京, 2007.5

2 梨本　篤, 藪崎　裕, 
中川　悟　

癌治癒切除後サーベイランスの意義と問題点
－胃癌. 

日本外科学会雑誌 
108（3）：120-124,2007

3 梨本　篤, 藪崎　裕, 
中川　悟

4型胃癌の治療戦略. 癌と化学療法
34（7）：983-987, 2007.7

4 梨本　篤, 藪崎　裕, 
中川　悟

JCOG9501の結果を踏まえた胃がんの手術治療. 外科治療
97（4）：370-382,  2007

5 Tsujinaka Toshimasa, 
Sasako Mitsuru, 
Nashimoto Atsushi 

Infl uence of overweight on surgical complications 
for gastric cancer： Results from a randomized 
control trial comparing D2 and extended para-aortic 
D3 lymphadenectomy （JCOG9501） 

Annals of Surgical Oncology  
14（2）：355-361, 2007

6 Sakuramoto Shinichi, 
Sasako Mitsuru, 
Nashimoto Atsushi, 
et al for ACTS-GC group 

Adjuvant Chemotherapy for Gastric Cancer with 
S-1, an Oral Fluoropyrimidine 

New England Journal of Medicine 
357：1818-20, 2007

7 山口健太郎, 中川　悟, 
藪崎　裕, 梨本　篤

外科的胃粘膜下層切除術の検討 癌と化学療法
32（12）：2156-2158, 2007

8 伏田幸夫, 藤村　隆, 
梨本　篤, 他

胃癌腹膜播種に対するS-1併用Docetaxel腹膜内
投与の多施設第I/II相臨床試験

癌と化学療法
32（12）：1942-1945, 2007

9 山口健太郎, 中川　悟, 
藪崎　裕, 梨本　篤

経口摂取不能な幽門狭窄を伴う高度進行
胃癌を対象としたPaclitaxel+Low-Dose FP
（%-FU+CDDP）術前化学療法の検討

癌と化学療法
34（13）：2241-2244, 2007

10 Yamaguchi Kentaro, 
Nakagawa Satoru, 
Yabusaki Hiroshi, 
Nashimoto Atsushi 

Combination chemotherapy with 
5-fl uorouracil,cisplatin and paclitaxe for pretreated 
patients with advanced gastric cancer.

Anticancer Research 
27（5B）：3535-9, 2007
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№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

11 Nakajima Toshifusa, 
Kinoshita Taira, 
Nashimoto Atsushi, et al 
National Surgical Adjuvant 
Study of Gastric Cancer Group. 

Randomized controlled trial of adjuvant uracil-
tegafur versus surgery alone for serosa-negative, 
locally advanced gastric cancer.

British Journal of Surgery 
94（12）：1468-76, 2007 

12 藪崎　裕, 梨本　篤, 
中川　悟

特集　胃切除術後障害
癒着・腸閉塞（イレウス）

メデイカル朝日
36 （7）： 32-33, 2007

13 藪崎　裕, 梨本　篤, 
中川　悟

診断的腹腔鏡検査（SL）を用いたスキルス胃
癌の治療戦略

消化器科
45 （2）： 147-153, 2007

14 藪崎　裕, 梨本　篤, 
中川　悟

胃癌腹膜播種に対する治療戦略 癌と化学療法
34 （12）： 1934-1936, 2007

15 藪崎　裕, 梨本　篤, 
中川　悟

胃全摘, Roux-Y再建術の空腸空腸吻合における
サーキュラーステイプラーを用いた側側吻合

手術
 61 （13）： 1903-1907, 2007

16 Satoru Nakagawa, 
Atsushi Nashimoto, 
and Hiroshi Yabusaki

Role of staging laparoscopy with peritoneal lavage 
cytology in the treatment of locally advanced gastric 
cancer

Gastric Cancer
10（1） ： 29-34, 2007

17 中川　悟, 梨本　篤，
藪崎　裕, 神林智寿子, 
野村達也, 瀧井康公，
佐藤信昭, 土屋嘉昭，
田中乙雄

胃癌における再発治療の現況 新潟がんセンター病医誌
46（1）：6-12, 2007

18 Nomura Tatsuya, 
Tsuchiya Yoshiaki,
Nashimoto Atsushi,
Yabuzaki Hiroshi,
Takii Yasumasa, Tanaka Otsuo

Probiotics Reduce Infectious Complications after 
Pancreatoduodenectomy

Hepato-Gastroenterology
54（75）：661-663,2007

19 横溝　肇, 瀧井康公 大腸癌における腹腔内洗浄細胞診の意義 日本大腸肛門病学会雑誌
60（1）： 8-12,2007

20 瀧井康公 大腸癌根治切除例の再発とその治療の現状 県立がんセンター新潟病院医誌
46（1）：13-16,2007

21 佐伯俊昭, 竹内正弘, 
本庄英雄, 落合和徳, 
小林　直, 佐野宗明, 
佐藤信昭, 園尾博司, 
菰池佳史, 青儀健二郎, 
高嶋成光

乳癌とホルモン補充療法についてのケース・
コントロール研究

日本更年期医学会雑誌, 
15（1）：110－112,2007

22 佐伯俊昭（主任研究者）, 
佐藤信昭ほか, 

ホルモン補充療法が乳がんの診療に及ぼす影
響とその対策に関する研究

厚生労働省がん研究助成金によ
る研究報告集（平成18年度）
p128-132, p578-580,2007

23 玉木康博（主任研究者）, 
佐藤信昭（班長協力者）ほか, 

乳がん易罹患性の診断とそれに基づく予防に
関する研究

厚生労働省がん研究助成金によ
る研究報告集（平成18年度）
p167-170,2007

24 柏葉匡寛, 若林　剛, 
中村清吾, 黒井克昌, 
岩田広治, 大野真司, 
増田慎三, 佐藤信昭, 
麻賀太郎, 山本尚人, 
青儀健二郎, 佐藤康幸, 
黒住昌史, 津田　均, 
秋山　太, 戸井雅和

"JBCRG03：Docetaxel 75mg/m2 followed by 
FEC100mg/m²による術前化学療法ー JBCRG01, 
02にからのreviewとbreakthrough"

乳癌の臨床
22（5）：372-375,2007

25 羽入隆晃, 佐藤信昭, 
神林智寿子, 本間慶一, 
小海秀央

乳腺原発紡錘細胞癌の6例の臨床病理学的検
討

乳癌の臨床
22（6）：465-468,2007
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呼吸器外科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 Teruaki Koike,
 Ryosuke Tsuchiya, 
Tomoyuki Goya, et al.

Prognostic factors in 3315 completely resected 
cases of clinical stage I non-small cell lung cancer 
in Japan

Journal of Thoracic Oncology
2（5）：408-413,2007

2 Masafumi Kawamura, 
Yasushi Yamato, 
Teruaki Koike, et al.

Phase II trial of gemcitabine and docetaxell with 
completely resected stage IIA-IIIA non-small-cell 
lung cancer

Cancer Chemotherapy and 
Pharmacology
60（4）：495-501,2007

3 小池輝明 巻頭言「呼吸器外科医の教育」 気管支学
29（5）：273-4,2007

整形外科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 守田哲郎 転移性骨腫瘍の外科的治療 整形外科学大系, 20巻 骨軟部腫
瘍および関連疾患. 総編集：越智
隆弘, 編集：吉川秀樹. pp.451-457 
中山書店, 東京, 2007.

2 Nishida Jun, Morita Tetsuro, 
Ogose Akira, Okada Kyoji, 
Ehara Shigeru, et al.

Imaging characteristics of the deep-seated 
lipomatous tumors： intramuscular lipoma, 
intermuscular lipoma and lipoma-like liposarcoma.

Journal of Orthopaedic Science
12（6）： 533-541, 2007

3 Sato Toyoji, Hatano Hiroshi, 
Uchiyama Toru, 
Segawa Hiroyuki, 
Kobayashi Hiroto, 
Morita Tetsuro, et al. 

Carbonic anhydrase Ⅱwas detected in urine of 
a patient with osteosarcoma during high-dose 
methotrexate and leucovorin rescue therapy

Journal of Electrophoresis
51（1） ：9-13,2007

4 畠野宏史, 守田哲郎, 
小林宏人, 瀬川博之, 
内山　徹

転移性腫瘍による病的骨折の治療　
四肢骨転移による病的骨折の治療　

日本整形外科学会雑誌
81（5）：325-329, 2007

5 畠野宏史, 守田哲郎, 
小林宏人, 瀬川博之, 
内山　徹　

【転移性骨腫瘍　診断・治療・緩和ケア】 
骨転移で判明した原発不明癌の予後予測から
みた治療方針　

関節外科
26（4）： 381-384, 2007

脳神経外科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 Takahashi Hideaki, 
Yoshida Seiichi, 
Uzuka Takeo, Fujii Yukihiko

Treatment of Malignant Glioma in the Basal 
Ganglia with Hyperthermia and Radiotherapy

Thermal Medicine
23（2）： 85-94, 2007

2 Yoshida Seiichi Brain metastasis in patients with esophageal 
carcinoma.

Surgical Neurology
67（3）：288-90,2007

3 吉田誠一 脳腫瘍への挑戦 新風舎
2007

産婦人科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 Kimio Ushijima, Hideaki 
Yahata, Shoji Kodama, et al

Multicenter phase Ⅱ study of fertility-sparing 
treatment with medroxyprogesterone acetate for 
endometrial carcinoma and atypical hyperplasia in 
young women.

Journal of Clinical Oncology
25（19）：2798-2803,2007

2 児玉省二, 小島由美, 
笹川　基, 本間　滋

子宮頸癌における妊孕性温存治療の適応と
予後

日本婦人科腫瘍学会雑誌
25（1）：5－9,2007
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泌尿器科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 小松原秀一, 西山　勉, 
片桐明善, 斎藤俊弘, 
波田野彰彦, 森下英夫, 
羽入修吾, 片山靖士

新潟県の前立腺がん検診
－平成16年度および17年度検診結果の検討－

新潟県医師会報
691： 67-71, 2007

2 斎藤俊弘 前立腺癌診療の現況 新潟県医師会報
691： 9-12, 2007

3 Saito Toshihiro, Hara Noboru, 
Kitamura Yasuo, 
Komatsubara Shuichi

Prostate-Specifi c Antigen/Prostatic Acid 
Phosphatase Ratio Is Signifi cant Prognostic Factor 
in Patients with Stage IV Prostate Cancer

Urology
70（4）： 702-705, 2007

4 小松原秀一 表在性膀胱癌の切除術後の経過観察と
再発治療

日本医事新報
4358： 96-7, 2007

皮膚科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 竹之内辰也 地域がん登録からみた紫外線と皮膚癌 戸倉新樹編．皮膚科診療プラク
ティス20．環境・職業からみた
皮膚疾患 pp205-209, 文光堂, 東
京, 2007

2 竹之内辰也 悪性黒色腫の初回再発 新潟がんセンター病医誌．
46（1）：17-19, 2007

3 高橋明仁, 竹之内辰也 治療に難渋した高齢者口唇癌の2例 日本皮膚外科学会誌．
11（2）：160-161, 2007

4 高橋明仁, 竹之内辰也 一部に悪性変化を伴った巨大尖圭コンジロー
マの1例

臨床皮膚科．
61（4）：357-359, 2007

5 土屋和夫, 皆川正弘, 
竹之内辰也

ダーモスコピーによる悪性黒色腫と
基底細胞癌の臨床診断精度の検討

日本皮膚科学会雑誌．
117（6）：985-989, 2007

6 竹之内辰也 すべての医師に必要な皮膚科知識．
有棘細胞癌を疑うポイント

診断と治療．
95（9）：1585-1589, 2007

7 斎田俊明, 真鍋　求, 
竹之内辰也, 他

皮膚悪性腫瘍診療ガイドライン 日本皮膚科学会雑誌．
117（12）：1855-1925, 2007

8 竹之内辰也 基底細胞癌の診療ガイドライン 日本皮膚科学会雑誌．
117（13）：2059-2060, 2007

9 竹之内辰也 新規外用薬イミキモドの適用と展望 日本美容皮膚科学会雑誌．
17：259-266, 2007

10 竹之内辰也 皮膚悪性腫瘍ガイドラインの利用法と留意点 Skin Cancer. 22：245-251, 2007

小児科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 浅見恵子 社会的サポート（医療制度と小児がん経験者
の保険など）

新小児がんの診断と治療, 
診断と治療社.
pp.143-146,2007

2 Matsuda Kazuyuki, 
Ogawa Atsushi, 
Watanabe Akihiro

Spontaneous improvement of hematologic 
abnormalities in patients having juvenile 
myelomonocytic leukemia with specifi c RAS 
mutations

Blood
109（12）：5477-5480,2007

3 小川　淳 小児がんと遺伝 県立がんセンター新潟病院医誌
46（1）：1-5,2007

眼科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 太田亜紀子,  難波克彦 眼科領域における転移性腫瘍の予後 県立がんセンター新潟病院医誌
46（1）：6-12,2007
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麻酔科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 丸山洋一 がん専門診療施設における患者QOL向上に関
する研究．
厚労省がん研究助成金．地域がん専門診療施
設のソフト面の整備拡充に関する研究．

平成18年度報告書：38－51，
2007

2 丸山洋一 がん診療連携拠点病院の果たすべき役割 新潟医学会雑誌
121（12）：661－664，2007

3 高田俊和 経椎間板的内臓神経ブロック． 県立がんセンター新潟病院誌
46（2）：66-73，2007

放射線科

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 関　裕史, 椎名　真 大腸癌肝転移に対するリザーバー動注化学療
法

Radiology Frontier
10（2）：75-81,2007

2 Ozaki Toshiro, Kamura Takeshi, 
Ajioka Youichi

Dynamic computed tomography fi ndings of 
malignant intraductal papillary mucinous tumor 
compared with invasive ductal adenocarcinoma

Radiation Medicine
25（9）：446-52,2007

3 松本康男 （分担執筆）： 腔内照射 気道をめぐる治療手技　各種イ
ンターベンションのすべて（白
日高歩, 小林紘一, 宮澤輝臣編）
2007

4 松本康男 ノバリスによる体幹部定位放射線治療 定位放射線治療
11：1-12,2007

5 松本康男 ノバリスによる定位放射線治療の初期経験 新潟医学会雑誌
121：7-10,2007

6 Sasatmoto Ryuta, 
Sugita Tadashi, 
Matsumoto Yasuo, et al

Long-term results of chemoradiotherpy for locally 
advanced esophageal cancer, using daily low-dose 
5-fl uorouracil and cis-diammine-dichloro-platinum
（CDDP）

International Journal of Clinical 
Oncology
12（1）：25-30,2007

7 杉田公　松本康男　関裕史 2006年放射線治療の概要 県立がんセンター新潟病院誌
46（2）：18-20,2007

病理

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 小柳　実, 落合広美, 
宇佐見公一, 川崎幸子, 
川口洋子, 泉田佳緒里, 
佐藤由美, 北澤綾, 
阿部康彦, 栗原アツ子,
西村広栄, 木下律子, 
弦巻順子, 畔上公子, 
中島亜希子, 太田玉紀, 
本間慶一, 根本啓一

2006年病理部業務統計 県立がんセンター新潟病院医誌
46（2）：21-24,2007.

検査検査部

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 Hocchi Kazuo, 
Ohashi Tatsuya, 
Sato Toyoji

Development of an ELISA method for detecting 
immune complexes between tissue-nonspecifi c 
alkaline phosphatase and immunoglobulin G.

Journal of Clinical Laboratory Analy 
sis
21（5）：322-9,2007

2 Ohashi Tatsuya, 
Sunaga Masahiko,
Sato Toyoji

Generation of a monoclonal antibody specifi c for 
tissue-nonspecifi c alkaline phosphatase and its use 
in a clinical diagnostic study.

Hybridoma （Larchmt）
26（6）：401-6,2007
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薬剤部

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 吉野真樹, 梨本　篤 胃全摘術用クリティカルパスにおける予防的
抗菌薬1日投与法の検討
－フロモキセフ（FMOX）とセファゾリン（CEZ）
の比較－

日本医療マネジメント学会雑誌
7（4）：477-482,2007

看護部

№ 著　者　名 論　文　名 掲載誌名　
巻（号）：始p～終p. 年

1 金澤幸子, 渡辺明子, 
船見恵美子, 菊池美穂

肺がん患者を抱える家族の予期悲嘆における
心理的プロセス
－息子の終末期告知を受けた母親の思い－

第38回　日本看護学会論文集
－成人看護Ⅱ－
P251，2007


